
地盤品質判定士，地盤品質判定士補 

ならびに地盤品質判定士協議会関係者の皆様へ 

 

【地盤品質判定士通信 No.177】 

 

【内閣府「盛土による災害の防止に関する検討会」，（神奈川支部）住宅地盤相談会開催

報告，（関西支部）相談員研修会，（地盤工学会）宅地地盤の評価に関する最近の知見講

習会，＊再掲情報】 

 

メリークリスマス！ 

2021 年もいよいよ残りわずかとなりました。コロナに振り回された１年でしたが，未だ

に収束せず，新たに確認されたオミクロン株が日々ニュースで取り上げられております。

年末・年始もコロナウイルス感染症対策には十分にご配慮いただき，良い年をお迎えくだ

さい。 

さて，今回は「（内閣府）盛土による災害の防止に関する検討会，（神奈川支部）住宅

地盤相談会開催報告，（関西支部）相談員研修会，（地盤工学会）宅地地盤の評価に関す

る最近の知見講習会，＊再掲情報」のご案内をお送りいたします。 

 

１．内閣府「盛土による災害の防止に関する検討会」情報 

 

熱海の盛土災害を受けて設置された，内閣府「盛土による災害の防止に関する検討会」

の最終回(第 4 回 12 月 20 日)がアップされていますので、お知らせいたします。今後、新

たな法制度を創設し、盛土の規制や安全確保策が進められるようです。 また、廃棄物混

じりの盛土、土壌汚染、太陽光発電に関しても提言されています。 

詳細は下記をご覧ください。 

  http://www.bousai.go.jp/kaigirep/kentokai/moridosaigai/ 

 

２．神奈川支部 住宅地盤相談会開催報告 

 

 神奈川支部では，無料の住宅地盤相談会を下記要領で開催しました。 

◆開催日時：2021 年 11 月 23 日（火・祝日）9 時 30 分～16 時 30 分 

（休憩時間；正午～午後 1 時を除く） 

◆開催場所：横浜市社会福祉センター9F  902 会議室 （神奈川県横浜市中区桜木町 1-1） 

◆主催：一社）地盤品質判定士会神奈川支部／後援 横浜市／協力 川崎市 

◆対象：横浜市および周辺地域住民（神奈川県内） 

お住いの宅地（所有者または購入予定を含む）又は隣接する土地の地盤，擁壁，

がけ地など。 

◆参加形態：自治体に事前配布したチラシや自治体ホームページ，タウン紙（タウンニュ

ース）の案内等から，神奈川支部ホームページの相談会申し込みを行っていただ

き，現地に相談者来場の上，相談者と支部登録相談員 2 名 1 組を基本に対応する

形態で実施した。 

◆相談者数：午前 4 組，午後 4 組 

◆相談員：午前 11 名 立花，高橋，山田，細倉，福田，片山，須々田，小原，古市， 

川口，石野（敬称略） 

http://www.bousai.go.jp/kaigirep/kentokai/moridosaigai/


    午後 10 名 立花，高橋，山田，細倉，大串，小倉，酒井，片山，伊東，川口

（敬称略） 

◆内容：当日は朝から相談会会場の準備として，ポスター等で案内の掲示を行い，席の配

置を整え，配布物等の準備を行った。相談会運営責任者から具体的な相談員の組

分けや対応した内容の相談表の記入方法の説明を受け，相談者の来場を待った。

午前中では相談員を 4 班，午後には 3 班に分け，相談者 1 組 45 分程度を目安と

して相談を受けた。 

相談者は大半が横浜市内の在住の方で，同市内が丘陵地形を人工的に改変した

宅地が多いために不安を持っていることが影響しているようである。具体的な相

談事例としては，自宅の敷地内にある崖の危険性や，隣接地にある大谷石とブロ

ックとの増積み擁壁に亀裂が見られており崩壊しないか，自宅マンションの敷地

内に陥没が確認されており湧水が影響しているのではないか，などの相談内容で

あった。過去の空中写真や，以前はどのような地形であったのか，近隣の地盤情

報などを相談者に提示すると非常に興味を持たれた様子であった。現在の事象に

ついて解決するために，改めて現地を見た上で対応方法を相談したいなどの要望

もいただいた。簡単な変状を経過観察する方法なども提案し相談者も安心された

様子も見られた。相談会終了後，一次相談（面談、現地踏査）に進んだ案件が 2

件あった（原稿作成時）。 

初めて当支部が主体となって行った相談会であったが，対面で行う無料相談は

相談者にとって安心していただけるいい機会になったのではないかと思う。また

本相談会は，相談員の養成を兼ねており，相談経験のないあるいは少ない登録相

談員にベテラン相談員とのペアで参加いただくとともに，担当相談員以外の見学

も可とした。これが貴重な経験となり，今後の相談対応への活躍を期待してい

る。 

支部ホームページに掲載している『宅地の地盤相談』への相談が大幅に増えて

おり，今後も自治体との連携を図り継続的にこのような活動を行っていきたい。 

詳細は下記をご覧ください。 

https://www.hanteishi.org/kanagawa/post-1600/ 

 

３．関西支部 相談員研修会のお知らせ 

 

主催：一般社団法人地盤品質判定士会 関西支部 

後援：公益社団法人地盤工学会 関西支部 

平成 25 年(2013 年）に地盤品質判定士資格制度が創設されてから 8 年が経過し，現在

では約 1,300 名の地盤品質判定士及び判定士補（以下「判定士」という）が全国で活躍さ

れています。また，令和 2 年 4 月に判定士で構成する地盤品質判定士会(以下「判定士

会」という)が一般社団法人化され，判定士会としての活動範囲が拡大し，判定士のより一

層の活躍が期待されています。 

判定士が担う職務の中に，一般市民等からの宅地・擁壁等の安定性評価の依頼に対応す

る相談員制度があります。現在まで数多くの相談に対応してきた経緯の中で，相談員とし

てある一定のスキルが不可欠であるとの判断に至りました。 

そこで，地盤品質判定士会関西支部としまして，単に地盤に関する知見だけではなく，

問題解決のための法律や応用的な知見（原因究明のための合理的な調査法や対策工法等）

といった幅広い知識の必要性を認識し，研鑽して頂くため研修会を企画しました。 

https://www.hanteishi.org/kanagawa/post-1600/


研修会では，相談員の皆様に依頼案件を斡旋する流れと相談員のモラルと判定士の倫理

や，プロフェッショナルな相談員として相談を受けるに当たって必要な知識とツール，及

びこれまでに関西地域で寄せられた相談と対応の事例，さらには相談員が避けて通ること

ができない宅地に関する法令や基準等について，講師が今迄の経験に基づき説明を行い，

最後に，講師，受講者による相談員制度全般に関する質疑応答を計画しています。 

今回も昨年度好評であった土曜日でのオンライン方式による開催とします。皆様の奮っ

てのご参加をお待ちしております。 

なお，今後も相談員研修を続ける予定にしております。市民からの相談があった揚合の

斡旋の際には，研修会の受講履歴も勘案することになっていますので，奮って受講をお願

い致します。 

 

【開催日時】 令和４年（202２年）１月８日（土） １３：００～１７：００ 

【開催場所】 WEB 開催（職場，自宅等） Zoom ミーテング利用 

【プログラム】 

  時 間      内  容              講 師 

13：00～13：10 開会挨拶                大島昭彦支部長 

13：10～13：55 市民相談の流れと相談員の心構え     中岡時春判定士 

13：55～14：55 相談員に求められる知識とツール     太田英将判定士 

15：00～15：45 関西における相談と紛争事例の紹介    諏訪靖二判定士 

15：45～16：35 宅地相談に関わる法令・基準       松谷裕治判定士 

16：35～17：00 相談制度全般に関する質疑応答       講師・受講者 

  

【参加費】 

 ４，０００円 

 ※1２/2４（金）までに納付して下さい。なお，振込手数料は参加者のご負担でお願い

致します。 

【振込先】 

みずほ銀行駒込支店  普通口座 3024190 

一般社団法人地盤品質判定士会 

（イッパンシャダンホウジンジバンヒンシツハンテイシカイ） 

  領収証は銀行振り込みの記録をもってかえさせていただきます。 

 ※ご自身の PC トラブル等の理由で当日欠席となった場合も参加費の返金は行いません

ので，ご理解ご留意をお願いします。 

【申込方法および申込先】 

 地盤品質判定士会関西支部ホームページ（https://hanteishi.org/kansai/training-

session/）の申込書（Excel 形式）をダウンロードして必要事項を記載し、参加費を振込

後に Excel データのまま、送信願います。 

申込必要事項：①氏名，②聴講予定場所の都道府県名と（自宅・勤務先の別），③地盤品

質判定士の方は資格番号，④勤務先のある方は勤務先名，⑤メールアドレス，⑥日中連絡

が取れる連絡先（電話番号（携帯可）），⑦所属団体名，⑧CPD の要否（地盤工学会員

の方は会員番号） 

 E-mail（地盤品質判定士会関西支部事務局）：pege65@hanteishi.org 

 申込期限：令和３年（202１年）12 月 2４日（金）17：00 *お問合せください 

 



【CPD】 

 G-CPD ポイントは 4.0 を予定 

 ※建設系 CPD 協議会加盟団体の方で受講証明書が必要な方は，2 月頃になりますが pdf

でメール送信させていいただきます。 

【その他】 

・本研修は，WEB（Zoom）を活用した講習会のため，受講者は Zoom が利用できるイン

ターネット環境と PC 等をご準備頂くようお願いいたします。 

・申し込み受付後，なるべく早い段階で受理メールを返信いたします。また，参加費納入

の方には，開催日４日前頃に『入室用 URL』をメールにしてお知らせする予定です。 

【問合せ】 

 ご不明の点は，下記までお問い合わせください。 

  一般社団法人地盤品質判定士会関西支部事務局 E-mail：pege65@hanteishi.org 

詳細は下記をご覧ください。 

 https://hanteishi.org/kansai/training-session/ 

 

４．2021 年度第２回 宅地地盤の評価に関する最近の知見講習会 

『宅地地盤の豪雨被害と対策』【2022 年 1 月 20 日】（判定士会共催） 

 

（公社）地盤工学会が主催し，（一社）地盤品質判定士会が共催する，2021 年度第 2

回 宅地地盤の評価に関する最近の知見講習会『宅地地盤の豪雨被害と対策』を開催いた

します。 

2011 年 3 月の東日本大震災や 2016 年 4 月の熊本地震，2018 年 9 月の北海道胆振東部

地震では，液状化や盛土・擁壁・斜面崩壊などで，2014 年 8 月の広島豪雨災害，2018 年

7 月の西日本豪雨災害，2019 年台風 19 号，2020 年 7 月豪雨，2021 年 7 月に熱海市伊豆

山で発生した土石流等において宅地が大きな被害を受けました。 

 これらの地盤災害を契機として，宅地地盤の周辺地形地質環境を含めた地盤の安定性と

地盤リスクを適切に評価することの重要性が再認識されています。宅地地盤の状況を，限

られた情報の中で的確に把握・評価するためには，携わる技術者が地盤工学に関する高度

な専門知識と技術者倫理を有するだけでなく，常に新しい知見を得る必要があります。 

 そこで，公益財団法人 地盤工学会では，2021 年度第２回 宅地地盤の評価に関する最近

の知見講習会『宅地地盤の豪雨災害と対策』を企画いたしました。 

 なお，本講演会は Zoom ウェビナーによるオンラインでの講演配信で行います。勤務先

もしくは自宅からの視聴となります。奮って御参加下さい。 

◆G-CPD ポイント：6.0 

◆日 時：2022 年 1 月 20 日（木） 9：20～17：00 

◆会 費：会員 9,000 円 非会員 13,000 円 学生会員 3,000 円（消費税を含む） 

     注：会員には，地盤工学会員，地盤品質判定士(補)，後援団体所属を含む 

◆配布資料：本講習会のために講師の方が作成する説明資料を pdf で提供します。 

＜内容・講師＞ 

9：20～10：20（60min） 地球温暖化と日本の豪雨 

  今田 由紀子 【気象庁気象研究所】 

10：30～11：30（60min） 洪水・土砂災害の予測と評価 

  森口 周二 【東北大学】 

 

https://hanteishi.org/kansai/training-session/


12：30～13：30（60min） 地盤災害に及ぼす気候変動の影響と対応策 

  安原 一哉【地域国土強靭化研究所，茨城大学】 

13：40～14：40（60min） 平成 30 年西日本豪雨による地盤災害について 

 森脇 武夫 【広島工業大学】 

14：50～15：50（60min） 令和元年東日本台風による地盤災害 

 後藤  聡 【山梨大学】 

16：00～17：00（60min） 熱海の泥流災害から盛土の防災を考える 

 利藤 房男 【名古屋大学】 

 

詳しくは（公社）地盤工学会の講習会案内ページへ 

https://www.jiban.or.jp/?page_id=16796 

 

５．2021 年度 地盤品質セミナー【2022 年 1 月 29 日】 ＊再掲 

  ≪地盤品質判定士が関わった宅地地盤の変状に関する調査と対策≫ 

  

今年度のセミナーは，2012 年度から数えて 10 回目の開催となります。本セミナー

は，2019 年 9 月～2021 年 8 月の 2 年間に判定士会のホームページ等に寄せられた宅地

地盤の 100 件の相談において，宅地購入予定，セカンドオピニオンなどの相談の他，擁壁

の変状，崖・斜面の崩壊，不同沈下，陥没，地震動災害など宅地地盤の変状に関する一般

市民からの相談が増えていること，地盤に起因する建築紛争（言い換えれば宅地地盤の変

状に関する紛争）などに地盤品質判定士の関わることが増えていることに鑑み，宅地地盤

の変状に関する調査と対策についての現状を宅地地盤に関わる建築士や建築関係の技術

者，土木系の技術者の方々のみにとどまらず不動産鑑定士，弁護士の方々などに広く知っ

ていただくことを目的としております。 

そこで，本セミナーでは(一社)地盤品質判定士会を主催とし，「2021 年度地盤品質セ

ミナー」 ≪地盤品質判定士が関わった宅地地盤の変状に関する調査と対策≫と題して，

宅地地盤に関わる建築士，建築関係の技術者，土木系の技術者，不動産鑑定士，弁護士な

どの方々の知見向上及び地盤品質判定士の更なる活動へとつなげるセミナーを企画しまし

た。また，これらの活動実績を踏まえて判定士の役割を考えることなどについて報告して

いただき，地盤品質判定士及び判定士会の更なる活動へとつなげるセミナーにしたいと思

います。 

そして，宅地地盤の変状・対策に関するＱ＆Ａを行いますので，是非「2021 年度地盤品

質セミナー」への参加をお願いします。 

本セミナーは Zoom ウェビナーによるオンラインでのセミナー配信ですので，勤務先も

しくは自宅からの聴講となります。 

奮って御参加下さい。 

 

  

https://www.jiban.or.jp/?page_id=16796


◆G-CPD ポイント：6 

◆日 時：令和 ４年 1 月 29 日(土）9:00～17:00 

◆会 費：会員 7,000 円（消費税を含む） 

◆配布資料：本セミナーのために講師の方が作成する説明資料を pdf で提供します。 

◆定 員：制限なし 

＜ セミナープログラム ＞ 

１．開会の挨拶 9:00～ 9:10 

北詰昌樹（一般社団法人地盤品質判定士会  理事長） 

２．話題提供(1)   宅地地盤の変状と調査 9:10～11:50 

・住宅の不同沈下について 9:10～ 9:50 

内山  雅紀【地盤品質判定士/ジャパンホームシールド(株)】 

・戸建て住宅の不同沈下対策 9:50～10:30 

大和  眞一【技術士 工学博士／日本住宅保証検査機構 顧問】 

・宅地擁壁の変状と点検・調査 10:30～11：10 

西村  真二【地盤品質判定士/(株)UR リンケージ】 

・不安定斜面の対策 11:10～11：50 

高橋  一紀【地盤品質判定士/(株)カナコン】 

３．キーノートレクチャー 12:50～14:10 

・宅地防災を踏まえた安全な宅地選びと宅地対策 12:50～13:30 

橋本  隆雄【地盤品質判定士/国士舘大学教授】 

・人の住処と自然災害 13:30～14:10 

東畑  郁生【東京大学名誉教授/関東学院大学】 

４．話題提供(2)   宅地地盤の変状と相談事例 14:15～16:15 

・首都圏における宅地地盤の変状と相談事例 14:15～14:55 

立花  秀夫【地盤品質判定士/(一社)地盤品質判定士会神奈川支部長】 

・関西圏における宅地地盤の変状と相談事例 14:55～15:35 

諏訪  靖二【地盤品質判定士/(一社)地盤品質判定士会幹事】 

・地盤に起因する建築紛争について 15:35～16:15 

-地盤品質判定士への期待- 

高木  秀治【弁護士／プラス法律事務所】 

５．Q＆A コーナー 16:20～16:50 

メインテーマ：宅地地盤の変状に関する調査と対策 

司会進行 原  勝重【(一社)地盤品質判定士会副幹事長兼技術委員長】 

６．閉会の挨拶 16:50～17:00 

岡村  未対【公益社団法人土木学会 地盤工学委員会 委員長】 

 

詳細は下記をご覧ください。 

https://hanteishi.org/post-3502/ 

 

  

https://hanteishi.org/post-3502/


６．（公社）土木学会 令和 3 年度 地盤工学セミナー （判定士会後援） ＊再掲 

「仮）斜面災害と法・訴訟等の社会システム」 

 

◆主 催：（公社）土木学会 地盤工学委員会 

◆後 援：（予定）：（公社）地盤工学会，（一社）地盤品質判定士会 

◆日 時： 2022 年 2 月 14 日 13：00～17：00 

◆場 所：（公社）土木学会講堂（東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内） 

◆定 員： 対面 50 名，ZOOM 100 名 

◆参加費： 主催・後援団体会員 3,000 円，その他 4,000 円，学生：1500 円 

書籍「知っておきたい斜面のはなしQ&A②－斜面の災害に備える―」 

（2022 年 1 月末発売予定）込みの価格です。 

◆申し込み方法： 後日，周知します。 

◆申し込み期限： 検討中。ただし，定員になり次第，受付を締め切ります。 

◆問い合わせ先： 土木学会地盤工学委員会 事務局担当：林 

E-mail：j-hayashi@jsce.or.jp／TEL：03-3355-3559 

プログラム 

※新型コロナ感染症の状況によっては一部の講師は遠隔となる可能性があります 

1. 開会挨拶（13：00～13：15） 岡村未対（地盤工学委員会委員長・愛媛大学） 

【基調講演】 

2. 「住宅斜面の市民からの法律相談や訴訟など」（13：15～14：05） 

吉岡和弘（吉岡法律事務所・弁護士 ） 

【書籍「知っておきたい斜面のはなしQ&A②－斜面の災害に備える―」出版記念】 

3. 「斜面の法令・訴訟にどのようなものがありますか？」（14：05～14：35） 

稲垣秀輝（（株）環境地質） 

4. 「大規模盛土造成マップとはどのようなものですか？」（14：35～15：05） 

上野将司（応用地質） 

～休憩（15：05～15：15）～ 

5. 「くり返す土砂災害～再来する場所と時間の最新の知見～」（15：15～15：45） 

鈴木素之（山口大学） 

6. 「山地の開発の許可やアセスはどのように行われますか？」（15：45～16：15） 

大野博之（（株）地質工学社） 

7. 「石積み擁壁の崩壊事例と対策について」（16：15～16：45） 

美馬健二（（有）太田ジオリサーチ） 

8. 閉会挨拶（16：45～16：50） 中野正樹（地盤工学委員会副委員長・名古屋大学） 

 

司会進行： 伊藤 和也（地盤工学委員会 斜面工学小委員会委員長・東京都市大学） 

 

詳しくは（公社）土木学会地盤工学委員会の案内ページへ 

 https://committees.jsce.or.jp/jiban/node/61 

  

https://committees.jsce.or.jp/jiban/node/61


2021 年 12 月 24 日（金） 

 

////////////////////////////////////////// 
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